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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第４１週（令和５年１０月９日～令和５年１０月１５日） 

 

 
■ コメント 

・第 41週は、インフルエンザの注意報レベルと咽頭結膜熱の警報レベルが続いています。 

・38℃以上の急な発熱や全身倦怠感等のインフルエンザを疑う症状が現れた場合には、早めにかかり

つけ医等の地域で身近な医療機関に電話で相談しましょう。 

・咽頭結膜熱は、発熱、のどの痛み、結膜炎といった症状が現れる小児に多い疾患です。ほとんどは

自然に治りますが、吐き気、強い頭痛、激しい咳がある場合は早めに医療機関を受診しましょう。 

・感染性胃腸炎の定点当たり報告数が増加しています。主な症状はおう吐と下痢で、発熱を伴うこと

もあります。感染予防のため、食事の前やトイレの後は必ず手を洗いましょう。また、加熱して食

べる食材は中心部まで十分に加熱して食べ、調理に使用した器具等は十分に洗浄、消毒しましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 14  502  260  10,809  

腸管出血性大腸菌感染症 6  169  73  2,910  

レジオネラ症 1  69  56  1,753  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1  90  34  1,538  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  33  10  631  

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1  13  9  432  

梅毒 12  726  162  11,546  
 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 561  2.83  0.61  25,630  5.20  

インフルエンザ（注意報レベル） 2,335  11.79  1.03  49,212  9.99  

ＲＳウイルス感染症 19  0.16  0.73  575  0.18  

咽頭結膜熱（警報レベル） 674  5.62  0.96  5,854  1.87  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 386  3.22  0.94  6,316  2.01  

感染性胃腸炎 507  4.23  1.30  8,926  2.85  

水痘 10  0.08  0.42  301  0.10  

手足口病 239  1.99  0.60  4,979  1.59  

伝染性紅斑 2  0.02  1.00  58  0.02  

突発性発しん 39  0.33  1.18  796  0.25  

ヘルパンギーナ 117  0.98  0.58  1,667  0.53  

流行性耳下腺炎 3  0.03  1.00  140  0.04  

急性出血性結膜炎 0  0.00  0.00  13  0.02  

流行性角結膜炎 35  1.35  0.83  609  0.89  

細菌性髄膜炎 0  0.00  - 9  0.02  

無菌性髄膜炎 0  0.00  0.00  24  0.05  

マイコプラズマ肺炎 0  0.00  - 28  0.06  

クラミジア肺炎 0  0.00  - 1  0.00  

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  - 3  0.01  

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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